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首都大学東京 大学院 人間健康科学研究科
人間健康科学専攻

放射線科学域

放射線学の専門知識と技術の最新の知見を教授することによって、

１）創造的かつ科学的思考に基づいた高度放射線専門職の育成、

２）専門領域における高度な知識、能力を有するのみならず、他領

域の研究成果を理解し、それを統合化することによって先端医

療技術を開発できる人材の育成

を目指しています。

前期課程は８分野の他、保健科学系学部は勿論のこと、理工系学

部・大学院出身者等の入学を視野に入れた医学物理士コースがあり

ます。このコースでは、高度先進医療施設での医用物理実習を必修

科目として組み込み、実践能力重視の教育を行います。

後期課程は前期課程と同じ８分野があり、継続的な教育研究とと

もに他分野との連携を図っています。

各分野の授業は研究の動向の紹介・展望や教員の研究成果に基づ

いた講義・演習から構成し、前者では絶えず最新の知見を教授する

ように努めています。また、後者では、先行研究を要約し、どのよ

うな研究の視点から新たな知見や独創性に到達したか解説し、洞察

力・探求力の育成を図っています。
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博士前期課程医学物理士コース(放射線治療物理学・診断物理学) 

 

コースの特色 

 博士前期課程医学物理士コースでは放射線による高度で質の高いがんの診断および治療を実施

するための医学物理士の養成であり、かつ国際的な連携を構築できるがん教育改革の担い手とな

る高度専門医療人放射線による高度で質の高いがんの診断および治療を実施するための医学物理

士を養成します。 

本大学院では医学物理士認定機構の認定を受けた医学物理士コースが開設されており、博士前

期課程医学物理士コース（放射線治療物理学）の修了者は医学物理士試験の受験資格を得ることが

できます。また、医学物理士認定までの期間が短縮されます。 

医学物理士コースはがんプロフェッショナル養成基盤推進プランの協力により運営しています。 

また、インテンシブコースを設置し臨床医学物理セミナーや医学物理士実務者講習会の開催に協

賛しています。 

 

科目と単位 

【必修】( )内は単位数 
放射線科学特別研究(8)、放射線科学特論(2)、放射線医学物理学特論(2)、放射線科学臨床実習(2)   
（放射線治療物理コース） 
放射線治療物理学特論Ⅰ(2)、放射線治療物理学特論演習(2)、放射線治療物理学特論Ⅱ(2)、放射線計測学特論(2) 
（診断物理学コース） 
放射線診断物理学特論(2)、放射線診断物理学特論演習(2)、核医学物理学・保健物理学特論(2)、核医学物理学・保健物理

学特論演習(2)、ポジトロン科学特論(2)、医用画像情報学特論(2)、医用画像情報学特論演習(2)、医用画像診断学特論(2)、
医用画像診断学特論演習(2) 
【選択】(8 単位以上選択) 
 

    

医学物理士実務者講習会          講習会の実測指導の様子 

「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」とは、がん医療の担い手となる高度な知識・技術を持つが

ん専門医師及びがん医療に携わるコメディカルなど、がんに特化した医療人材の養成推進のため、大学病院

等との有機的かつ円滑な連携のもとに行われる大学院での人材養成について文部科学省が財政支援を行う

選定プログラムです。 
 

連携大学 
慶應義塾大学，北里大学，信州大学，聖マリアンナ医科大学，聖路加看護大学，東海大学，東京歯科大学，

山梨大学，国際医療福祉大学 
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放射線診断物理学分野
＊1 八木一夫

1. 研究
MRI , CT , X - CR , US など複数のモダリティを用いた最新の診療撮像技術や画像描画法

および診断支援などの研究を行っています。
現在主に以下のような研究をしています。
MRI（磁気共鳴イメージング）

高速撮像法、連続シネ画像撮像、拡散強調撮像法、脳機能画像撮像
Diffusion Weighted MRI - Tractographyを用いた脳白質神経の描出解析
f-MRIとDiffusion-MRI における画像歪み補正アルゴリズムの開発
Diffusion Tensor STE Imagingを用いた筋繊維異方構造の可視化
MRI - q-space imaging (micro-imaging)による脳内細胞構造の解析
新しいf-MRI撮像法(IVIM weighted DEFT f-MRI)の開発

造影剤、磁性体薬剤 , バイオマテリアル , ファントム材料の設計開発
DDS(標的指向化製剤),知的形状記憶材の開発と応用
造影剤およびバイオマテリアルの材料設計と生体適応性に関する検討
画像評価を目的としたファントム材料等と生体近似性に関する検討

外科的手術支援ナビゲーションの構築
脳外科用手術支援画像ナビゲータの開発(術前、術中、術後利用)

撮像画像の描画支援 , 動態連続画像 , 血流・高速シネ画像の3次元的運用
衛星通信を用いた災害時遠隔医療システムの開発

2. 教育
脳 , 心臓などの臓器機能や血流 ,リンパ液など生理情報に対する撮像法の適応 , あるいは

造影剤 , ファントム等の効果やヒトの生命活動の映像可視化を主にしています。
実験素材として , 1) IDL による3D-Image, Diffusion画像解析処理、SPM-脳解析 , 画像再構

成法プログラム , 2) Epic(GE-MRI用シーケンス ) による撮像シーケンス設計 , 3) MRI 用各種
ファントム設計 , 4)心筋 , 血管 , 循環器用計算解析の基礎理論教育とコンピュータ用シミュレーションプ
ログラム、関連論文講読などを準備しています。

これらを利用して画像診断撮像技術学に関する体系的な知識の習得を目的としたバラン
スの取れた特色ある教育プログラムを実施します。

MRI撮像による脳機能
解析の例を示します。

Fig.1 は錐体路系の白
質神経線維をカラーで
三次元的に示すもので
す。
Fig.2 は IVIM 
weighted DEFT f-MRI
を利用した新しい脳機
能イメージングです。

Fig.2 IVIM weighted DEFT f-MRIによる脳機能イメージング

Fig.1 Tractography による白質神経描画

*1 平成27年3月31日退職予定
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首 都 大 学 東 京 

人間健康科学研究科 放射線科学域 

沼野研究室の研究内容紹介 

沼野研究室の研究テーマ… MRI  
 これまで画像化が難しかった生体内の情報を 
 MRIによって可視化する技術を研究しています. 

生体内の”硬さ”を画像化する技術:Elastography 
MRI製造メーカの技術に頼らないMR Elastography(MRE)を提唱し,独自技術によるMREを実証しました. 

MREはこれまでのMRI技術で画像化できなかった,生体内部の”硬さ”を画像化する事ができます. これにより,

これまで画像化が不可能だった”硬さの分布”を反映した画像情報を得ることができます. 

 

 

 

 

 

MREによるvolunteer study 
実証したMRE技術の信頼性向上のために,volunteer studyによる検証を行っています. 

            

 

 

 

 

 
 

＊Wave Imageにおいて,波の可視化が不十分な領域のElastogramは誤差が多い. 波の可視化が不十分な領域(S4, S7)の弾性率は,波の可
視化が十分な領域(S8)よりも信頼性が低い(肝臓のS4, S7領域がElastogramで実際よりも硬く表示されてしまっている). 

← vibration pad 
硬 

軟 

診断画像と振動パッド位置 Wave Image 診断画像とElastogramの重ねあわせ画像 

首都大学東京健康福祉学部研究安全倫理委員会(受理番号10085) 

＊ ＊ 

新しいMRI対応振動装置の開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・高い振動周波数での加振が難しい 
   (MREの画像分解能が低くなる). 
・スピーカとpadを繋げるチューブの長さ  

   が数メートルに及ぶ 
   (振動エネルギーのロスが多い). 

→音圧 
5メートルほど 

スピーカ 
振動pad 

現行の音圧式加振動装置 開発した新しい加振動装置 

スピーカが発生さ
せる音圧を利用 圧縮空気を

流し込む 

内部のボー
ルが回転し,
遠心力から
振動を発生 

回転数(振
動周波数)
を光ファイ
バで計測 

音圧式加振動装置と比べて, 
・高い振動周波数での加振が可能 
   (MREの画像分解能が高くなる). 

・振動発生源が直接的に対象を加振で 
 きる(振動エネルギーのロスが少ない). 
・振動発生源を小型化できる(体内からの 
 加振も技術的には可能). 
・小型で振動が強力. 
・音圧式と同様に,非磁性体部品で構成さ 
 れているので,MRIに影響を及ぼさない. 

本研究室では,実現性の比較的高いMRE
技術と共に,次世代のMRE技術を担う機

器の開発も同時並行で進めています. 

特開2011-098158, U.S. Patent No.13/133,527, Europe Patent 10828032.2 
Magnetic Resonance Elastography using an air ball-actuator. Magn. Reson. Imaging 2013 accepted 

質問・お問い合わせお待ちしております. TEL: 03-3819-7353 電子メール: t-numano@hs.tmu.ac.jp 沼野研究室 

↓ビニールホース等 

[kPa] 
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研究内容 核医学や保健物理学(放射線防護)および放射線科学教育に関する研究を行ってお
ります。主な研究は以下となります。

PET(陽電子放射型CT)に関する研究

核医学イメージによる臨床経過観察における定量的画像解析の確立に関する研究

ＰＥＴ／ＣＴ撮像への呼吸同期の有効性や定量性向上に関する研究 など

医療被ばく解析および施設遮蔽に関する研究

環境中に流入する診療用放射性同位元素の実態の研究

放射線防護材の消滅放射線に対する遮蔽効果の検討 など

環境放射線・能に関する研究

各種環境下におけるラドンおよびトロンの動態メカニズムの解析

環境放射線･能の空間分布の解析及び農作物の汚染調査 など

放射線科学教育に関する研究

診療放射線技師教育に関する実践および教育技法などの課題研究

医学物理士教育に関する実践および臨床課題研究 など

首都大学東京大学院 人間健康科学研究科
放射線科学域 核医学・保健物理学分野

担当教授 福士政広
助教 井上一雅

環境放射線･能測定と環境放射線地図の作成

ほうれん草表面に付着したＩ－１３１の洗浄前後オートラジオグラフィ

直腸がんリンパ節転移の症例(X線CTとPETとの重ね合わせ画像の取得)

+
X線CT画像(解剖学的情報) PET画像(生理学的情報) 重ね合わせ画像の取得

現在までに福士研究室から博士８名を輩出しており臨床･研究･教育分野で活躍しております。
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放射線治療物理学分野

担当教員 齋藤秀敏

図1 研究の概略図 図2 大学内で利用できる電子直線加速装置

次のようなテーマに関する研究を行っています。

 体内吸収線量計算の高速化・高精度化に関する研究

 各種検出器による吸収線量計測精度向上に関する研究

 高精度放射線治療のための画像利用に関する研究

 医療用加速器の放射化に関する研究

 各種情報を利用した体内線量分布再構成に関する研究

 医学物理のためのe-learning教材の開発

最先端の放射線治療に関する物理学、工学、治療技術に関する最新の理論および患者

情報、治療ビーム情報、治療計画、吸収線量計算、解析、精度管理における最新の課題

について教育と研究を行っています。

放射線治療物理学分野の推奨科目を受講することによって、医学物理士認定機構によ

って認定された医学物理教育コース修了に要するほとんどの単位を取得することができま

す。

学内で利用できる機材

 医用電子直線加速器

（Varian Clinac 21EX、図2）

 放射線治療計画コンピュータ（XiO 7台）

 各種電離箱線量計

 ガラス線量計

 各種ファントム、他
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放射線治療物理学分野 

担当教員 明上山 温 

 

 

放射線治療につながる基礎的な研究として，放射線物理学の知識を応用した放射線治療

シミュレーションの高速化や，新しい高エネルギーＸ線・電子線イメージングの手法につ

いての研究を行っています。 

 

研究テーマ 

・MVCBCT の高画質再構成法 

 ・加速器による新しい画像の撮像法 

・GPU を用いた放射線物理シミュレーションの高速化 
・高エネルギーＸ線によるポータルイメージの高画質化 

・体内線量分布計算のためのモンテカルロ計算の高速化 

   
加速器による新しい画像撮像法の研究 

 

     

MVCBCT 画像再構成の研究      GPU によるシミュレーションの高速化 
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診断に有効な医用画像処理に関するテーマや
教育システムについて研究しています。

（嚥下動態における呼吸解析ならびに食塊の二値化）

２．医学応用のための放射光イメージング

○シンクロトロンより得られる放射光を用い

た「屈折コントラストイメージング」の医学応

用の研究。

○屈折コントラストイメージングにおけるトモ

シンセシス画像再構成の開発。

３．放射線技術学のための教育システム開発

○Computer Based Testing(CBT) システムの

研究と応用。

○クライドコンピューテングを用いたX線画像の

ポジショニング評価支援システムの開発。

（放射線技術教育のCBT画面）

（微小骨折の放射光イメージング）

１．画像処理技術の臨床ニーズへの応用
○摂食・嚥下リハビリテーション分野において検査システムの構築
やコンピュータ支援診断の基礎的研究。

○超音波乳房画像による画期的な健診画像情報の開発。

医用画像情報学分野
関根 紀夫
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医用画像情報学分野 

乳井嘉之 

 

1. 『研究』 

解析的および統計的画像再構成法を用いて，医用画像のイメージングに関

する基礎的な研究を行っています．主に逐次近似的画像再構成法を用いた少

数方向から得られる X 線画像からの画像再構成に関する研究を行っていま

す． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 『教育』 

医用画像情報学特論では画像再構成法の基本について講義し，医用画像情

報学特論演習では，実際に簡単な画像再構成プログラムを作成して，各種パ

ラメータ（投影方向数，繰り返し計算回数等）を変化させて画像再構成の理

解を深めてもらいます． 

 
 


























 1
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q
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Transmission maximum likelihood (ML-TR) algorithm J Nuyts, B De Man, 
et al : Phys Med Biol., 43:729-737,1998 

透過型の逐次近似的画像再構成法

 オリジナル画像 サイノグラム 

再構成画像 

再構成画像 

血管ファントムのプロジェクションデータ 

 
ファントム

再構成画像 

X 線装置（FPD） 
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医用画像診断学分野
古川　顕

我々の研究室では、CT、MRIを中心とした腹部画像診断および、
Interventional Radiologyに関する臨床研究を主に行います。特に、救急
疾患の早期発見や適切な治療選択に繋がる画像診断の発展を目標に、さま
ざまな疾患患者の画像を収集、解析して、検査法の特徴と限界や疾患の代
表的な画像所見を良く理解し、より精度の高い検査、診断法の開発を目指
します。また、消化管の蠕動運動や、臓器の形態に関する形態機能画像と
その評価法を開発します。
下段には、画像の進歩により診断が可能になったさまざまな臨床例を供覧
します。

主な研究課題

➣
➣
➣

➣

消化管出血に関するMDCTの診断能と適応
腸管虚血に関するMDCTの診断能
MRIを用いた消化管蠕動運動の機能解析
・術後の消化管蠕動運動の解析
・糖尿病患者の消化管蠕動運動の解析
肝硬変患者の肝形態変化の画像解析 造影CTで診断が可能である

胃潰瘍穿孔

消化管出血の検索で明らかになった

小腸腫瘍

造影MDCTで病変が捉えられたHenoch-

Schoenlein Purpur

高速連続MRIで捉えた小腸蠕動運動 MDCTで腸管浮腫が捉えられた小腸

アニサキス症

大腸憩室出血：MDCT（右）と血管

造影（左）。血管塞栓術で治療さ

れた。
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研究
放射線の線量評価および放射線管理に関する研究

・小児の放射線診療における被ばく線量評価および検出器開発
（中国・武漢大学、四川大学および台湾・中臺科技大学との共同研究）

アジア圏の小児放射線診療の実態を調査し、最適な診療条件を

検討し被ばく線量低減を行う。また、指向性検出器を開発し

放射線検出テレメトリーを確立する。

・医療福祉のための心理放射能学の構想

心理放射能学は、一般市民の調査や観察を通して放射能・放射

線に対してどのような心理的影響があるかを究明することに

主観を置くものである。この構想に基づき放射線医療と福祉環境

の改善・維持を行う。

放射線防護および除染に関する研究
・原子力災害における水および土壌の放射性物質の除去

凝集沈降剤を用いて土壌の洗浄除染を行い、汚染された汚泥の

乾燥焼却処理による減容化と除染を行う。また、汚染水に対し

ホタテ貝殻を利用した除染を行う。

・放射線遮蔽材料と被ばく管理の研究

硫酸バリウムと耐電性塗料との組み合わせにより、

放射線遮蔽塗布材を開発し遮蔽効果を検討する。

人体用放射線防護クリームを開発し、被ばく線量低減を図る。

教育
放射線計測物理学

・放射線計測学に必要な物理学について教授し、討論を行う。

・各種放射線の物理的特性を理解し、計測原理の新たな展開を試みる。

放射線防護物理学
・放射線防護学に必要な物理学について教授し、防護指針の理論的根拠や実務量について

検討する。

・遮蔽材料の物性を理解し、遮蔽原理の新たな展開を試みる。

放射線計測学分野
大谷浩樹

計測器具
写真提供：中臺科技大学

遮蔽計測システム
写真提供： 株 日本遮蔽技研

除染ホタテブロック放射線防護クリーム 放射線遮蔽塗布材
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放射線計測学・保健物理学分野

加藤 洋

【研究】
１．核的方法による元素分析

生体中の微量元素濃度分布を
核的方法で分析しています。核
的方法として中性子放射化分析
法，荷電粒子励起X線分析法など
を適用し，ppm，ppbオーダの定
量値を得ています。さらに，エ
ネルギー分散型X線微小部分析法
を適用し，マイクロオーダの空
間分解能で元素分布を得ていま
す。また，国際原子力機構から
の委託で，標準物質の値付け分
析依頼を受託しています。

京都大学原子炉実験所研究用原子炉

10-1

100

101

102

103

101 102Photon energy [keV]

M
as

s 
at

te
nu

at
io

n 
co

ef
fic

ie
nt

 [μ
/ρ

]

Lead
Lead-free 

board

Calcium sulfate

Iron

Lead

Barium sulfate 

Calcium sulfate 

Lead-free board 

【教育】
１．核的方法による分析で必要な理論，測定器などについて理解を深めます。
２．防護材の組成による物理的特性，防護能力の差異を明らかにしていきます。

２．放射線防護材の物理的特性
X線診断領域エネルギーに対する鉛フリー放射線防護材の物理的特性，防護能

力などの評価を行っています。その際に，実効エネルギーを基準としますが，X
線源の構造，付加フィルタなどによる線質変化により評価が異なるため，細部ま
で議論していきます。
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医用計測システム学分野

小倉 泉

[研究]

１．模擬回路による診断用Ｘ線装置の動作特性の検討

管電圧を実際の装置の1/500程度とした模擬回路を作成し、動作特性の改善方法
について検討する。下左図はテトロード管を用いた定電圧形装置、下右図は方形波
インバータ式装置の模擬回路の外観である。

２．レーザー光を用いた教育用模擬Ｘ線CT装置システムの検討

レーザー光を用いた光CT装置システムを構築し、Ｘ線CT装置の動作原理および画像
再構成について理解を深めるための教育用模擬装置システムについて検討する。

[教育]
・特論では、微小電流の計測と信号ケーブルの特性等に関する講義を行う。
・演習では、マイクロプロセッサを用いた基本的な計測法等について演習する。
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[mm]

[mm]

模擬CT装置の構成 模擬CT装置の外観

ファントムの模擬CT画像 ファントムの3D再構成画像

３．Ｘ線装置の日常管理に用いる簡易形測定器の開発

Ｘ線装置の日常管理普及のため、材料費が安価で必要な性能を満足するＸ線出力計
や管電流計などの簡易形測定器を開発し、最適な日常管理方法について検討する。
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医用計測システム学分野
眞正浄光

研究室の方針： 自分で問題を解決できる力（自己解決能力）を育てることを大事にします。誰も答えを知らない問い

に挑戦してみてください。放射線に感応する発光体の合成、化学分析、光測定、解析、計測システム

の開発まで、当研究室で経験することができます。

研究内容： “熱蛍光” という古典的な現象を利用した新しい放射線計測デバイスの開発と、そのメカニズムに関する

研究を行っています。

現在取り組んでいる主な研究課題

1．熱蛍光体による荷電粒子線イメージングデバイスの開発に関する研究 （共同研究先：放射線医学総合研究所）

2．精密熱蛍光解析によるLET測定法に関する研究 （共同研究先：放射線医学総合研究所）

3．高精度放射線治療計画の検証システムの開発に関する研究 （共同研究先：都立産業技術研究センター）

4．熱蛍光体を利用した中性子イメージングデバイスの開発に関する研究 （共同研究先：近畿大学原子力研究所）

5．自然環境下に直接設置可能な熱蛍光板によるオートラジオグラフィー法の開発に関する研究

（共同研究先：福島県林業研究センター）

熱蛍光
X線などの放射線を照射した結晶（１）に、

熱を加えると発光がみられることがあります
（２）。この発光は“熱蛍光”と呼ばれ、照射
した放射線の量に相関した光を放ちます。
その特性を利用して個人被曝線量計等に
利用されています。

２次元化

熱蛍光を示す結晶を２次元に分布させ
ると放射線イメージングデバイスとして利用
できます。写真（３）は、当研究室で開発し
た熱蛍光板状線量計によるUSBと１円玉の
X線写真で、 （４）は測定器です。

（特許出願 ６件）

とても分解能の高い画像が取得できま
す。これは、高精度放射線治療計画の検証
や、ホウ素中性子補足療法、環境放射線測
定に関するイメージングデバイスとして利用
できます。既存の線量計と異なる情報を取
得できる新しい線量計として期待されており、
新聞や雑誌にも紹介されています。

高精度化と３次元化

放射線医学総合研究所の重粒子線が
ん治療装置（５）や近畿大学原子炉を利用
する研究では、熱蛍光による放射線の線
質・線量分布測定法を開発することに取り
組んでいます。そのためには、熱蛍光を精
密に測定（６）することやメカニズムを解明
することが重要になります。

その他、３次元の線量分布測定（７）や、
伐採することなく生木中の放射線分布を経
時的に測定できるシステム（８）の開発にも
取り組んでいます。 これは、流動経路の特
定に有効で除染対策等に役立ちます。

X線照射 加熱

（１） （２）

（３） （４）

（５）
（６）

（７）
（８）
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画像診断システム学分野
＊2 安部 真治

１．研究

画像診断分野における各種医用画像機器の特性・医用画像の画質向上に関する研究及び
医用画像装置の安全・品質保証に関する研究を主に行っています。Ｘ線撮影装置、乳房用
Ｘ線装置、Ｘ線CT装置、Ｘ線TV装置、CR・FPD装置、関連機器など各種モダリティの評価、
解析、機器の品質管理及びＸ線被曝線量低減化に関する研究などを行っています。

２．教育

画像診断システム学分野における医用画像診断装置の最近の動向、医用画像機器の

安全及び品質保証に関する文献、最新のIECやJISの動向など研究成果や論文、資料を

準備しています。また、診断用Ｘ線装置の測定システムや品質管理に関する演習を実

施しています。

診断用Ｘ線装置の特性・解析に関する研究

 診断用Ｘ線装置の特性
 乳房用Ｘ線装置の特性
 Ｘ線装置測定システムの開発
 関連機器の評価・解析
 Ｘ線画像と被曝線量に関する研究
 各種医用画像装置と画像に関する研究

医用画像機器の品質保証に関する研究

 医用画像機器の安全・品質保証
 医療施設の受入試験・不変性試験
 医用画像機器の品質管理システムの構築
 品質管理用測定器の評価・開発
 診断用Ｘ線装置の品質管理
 乳房用Ｘ線装置の品質管理

乳房用X線装置の直接測定

非接続形Ｘ線測定システム

診断用Ｘ線装置の高電圧測定

Ｘ線装置の波形解析

*2 平成28年3月31日退職予定
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画像診断システム学分野
妹尾淳史

1. 研究
病気や障害で苦しんでいる患者様や障害者およびその家族をはじめ，臨床現場で働く医療

技術者に役立つ研究をテーマとして研究を進めていきます。

（１） MRIによる脳機能解析（機能的MRI&拡散テンソル解析）

MR装置を利用して脳の賦活部位を同定したり、脳神経線維の走行異常を検出したりするこ

とで、脳疾患の回復過程を明らかにしたり新しい診断法を開発します。また、解析のための

新しい画像処理法やMR撮像法（fMRIやDiffusion）のプログラミングもおこなっています。

（２） MRIの新しい撮像法の開発

本研究室では、さまざまな新しい臨床用MR装置の撮像シーケンスや画像再構成法の開発を

おこなっています。撮像シーケンスのプログラミングはPhilips社のGOALC，画像再構成法の

開発はC言語またはITT社のIDLやMATHWORKS社のMATLABという言語を使用しています。

（３） 動画像処理によるコンピュータ診断支援（Computer Assisted Diagnosis；CAD）

画像中の物体を追跡する動画像処理法を医学に応用し、胃のX線透視像による消化器診断や

心筋ゲートSPECT検査画像から３次元心筋動態解析などコンピュータ診断法を開発しています。

（４） 危機管理およびペーシェントケア

医療スタッフが現場で一番多く失敗することは何か？また，患者に対する接遇法などにつ

いて意識調査をおこなっています。

2. 教育

研究室で独自に作成した言語習得カリキュラムを受講することで、医用画像処理やＭＲ

撮像シーケンスについて理解を深め，誰でもプログラミングができるようになります。病

院や研究所および企業の中核として活躍できる人材の育成に努めます。

ＦＡマップ
平滑化

熟練医師の消化器診断法をPCで再現

動画像処理によるＣＡＤ

Ｘ線透視検査は医師により診断されているが、診断する
医師の熟練度で病気の診断精度が大きく異なるといわれ
ている。本研究は、熟練医師による診断をコンピュータで
再現することを目的とした診断支援システムを開発する。
これまでの成果では、動画像処理により、狭窄部位を特
定することが可能となった。

食道透視画像 動きを検出 狭窄部位を検出

全く騒音のしないＭＲ撮像法の開発

ＭＲ装置は放射線を使わずに人体の断層像が得られ
るという特徴があるが、撮像時に大きな騒音が発生す
る。本研究の実用化により，MR検査室にBGMなどを流
しながら検査が可能となるなど，検査室環境を大きく変
革させることができると思われる．さらに，脳機能撮影
においては音声や音などの刺激の解析が可能となり，
大脳生理学の発展にも大きく貢献できる．

ＭＲＩの新しい撮像法の開発

無音撮像法の例

機能的ＭＲＩ
言語機能は左脳だけを使うというのは本当か？

言葉の復唱は①言葉を聴いて理解する（感覚性言
語）②言葉を声にして復唱（運動性言語）として左脳が
関与しているということは約100年前から言われていま
したが、それを可視化することができませんでした。昨
年，これらの状態を世界に先駆けて可視化に成功し、
言葉の発語に左脳だけでなく右脳も関与していることを
明らかにしました。この研究は言語障害が回復過程を
明らかにし、言語治療の効果判定に役立てます。

右 脳 左 脳

右 脳 左 脳言葉を聴いて理解しているとき 言葉を復唱しているとき

運動性言語野

補足
運動野

感覚性
言語野

拡散テンソル解析

画像診断で精神病を診断できるか？

強迫性障害や統合失調症（精神分裂病）はシナプス
の配列が普通と違うと言われてる。そこで、神経配列
の異常を検出するシステムを開発した。

拡散強調画像 ＦＡマップ 標準化 平滑化

健常群比較症例異常部位検出

ｔ検定
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直通　03-3819-7341

yagi@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7353

t-numano@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7237

fukushi@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7195

saitoh@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-1450

atusi@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7401

sekine@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7183

newyoshi@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7386

akiraf@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7391

ootani@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7169

katoh@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7387

ogura@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7382

shinsho@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7392

abesnj@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7189

senoo@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7341

yagi@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7237

fukushi@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3829-7195

saitoh@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7401

sekine@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7386

akiraf@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7391

ootani@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7169

katoh@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7387

ogura@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7392

abesnj@hs.tmu.ac.jp

直通　03-3819-7189

senoo@hs.tmu.ac.jp

教授 小倉　泉

准教授

乳井　嘉之

       ＊2　安部　真治

妹尾　淳史

加藤　洋

放射線計測学

大谷　浩樹

教授

准教授

医用計測システム学

教授

福士　政広

教授 小倉　泉

放射線計測学

医用画像情報学

医用画像診断学 教授 古川　顕

関根　紀夫

准教授

教授

人間健康科学専攻　放射線科学域　博士前期課程

齋藤　秀敏

       ＊1　八木　一夫

分野 指導教員

教授

教授核医学物理学・保健物理学

分野 指導教員

放射線診断物理学

大谷　浩樹

准教授

准教授

加藤　洋准教授

       ＊2　安部　真治

妹尾　淳史

教授

関根　紀夫

古川　顕

准教授

准教授

　　　 ＊1　八木　一夫

教授 福士　政広

准教授

*1 平成27年3月31日退職予定　   *2 平成28年3月31日退職予定

医用計測システム学

准教授 眞正　浄光

放射線治療物理学

放射線治療物理学 教授 齋藤　秀敏

画像診断システム学

医用画像診断学

明上山　温准教授

医用画像情報学

核医学物理学・保健物理学

放射線診断物理学

准教授 沼野　智一

教授

人間健康科学専攻　放射線科学域　博士後期課程

画像診断システム学
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登録番号 （２５） 第 5 号 古紙パルプ配合率 100％再生紙を使用しています

荒川キャンパス

〒116-8551 東京都荒川区東尾久7-2-10
（看護科学域、理学療法科学域、作業療法科学域、放射線科学域、フロンティアヘルスサイエンス学域）

03-3819-1211
（募集要項の請求及び問い合わせ先）

南大沢キャンパス

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1
（ヘルスプロモーションサイエンス学域）

042-677-1111
※募集要項の請求は荒川キャンパスにお願いします。


